
［成果情報名］リンゴ「ふじ」の省力密植栽培に適した不織布ポット栽培

［要約］ 15 Ｌの不織布ポットで植栽したＪＭ７台「ふじ」は、樹体がコンパクトに抑えら

れ作業性も良く、植栽距離4.5×2.0ｍ程度の密植栽培条件下でも無理のない栽培管理が可

能である。
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［背景・ねらい］

リンゴのわい化栽培が導入されて 40 年近くが経過しようとしているが、わい性台木の

大型・高樹高化や園地の混み合い、また、それに伴う果実品質や作業性の低下が問題とな

っている。

そこで、不織布ポットによる根域制限効果を利用し、低樹高で省力的な密植栽培技術を

確立する。

［成果の内容・特徴］

１．ＪＭ７台に接いだ「ふじ」を容量 15 Ｌ、30 Ｌ、80 Ｌ、150 Ｌの不織布ポットに入れ

て植栽すると、不織布ポット容量が小さいほど樹高や樹幅が小さく抑えられる傾向が

あり、作業の面から望ましい樹高を 3.5 ｍ程度とすると、15 Ｌポットがこの条件を満

たす（表１、図１、図２）。

２．15 Ｌポットは、せん定で枝を大量に切ること無く、樹高を 3.5 ｍ程度に抑え 4.5 × 2.0

ｍの植栽距離内に収めることができる（表１）。

３．15 Ｌポットは、頂芽花芽率が高い傾向がある(表１）。

４．ポット容量が異なっても果実品質に有意な差は認められない(データ省略）。

５．15 Ｌポットは作業性が良く、10 ａ換算の作業時間が少ない（図３）。

［成果の活用面・留意点］

１．地力等の条件により、最適のポット容量は異なる可能性がある。

２．本試験で使用した不織布ポット（商品名：小泉製麻株式会社製「木楽根テナ」）は根

を通すタイプのものであるが、10 年生時点で根がポットを貫通し樹勢が強まる症状が

見られたことから、このような場合、それ以後の樹の生育にバラツキが生じることが

ある。

３．ポットで苗木を養成し移植することで植え傷みも少なく、より早く成園化できる。

４．15 Ｌポットは使いやすさや大苗移植の利便性など、早期多収を目指すリンゴの密植

栽培に有効な栽培方法である。
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表１　ＪＭ７台「ふじ」におけるポット容量の違いと樹体生育（2008）

試験区 樹高 東西樹幅 南北樹幅 幹断面積Z 頂芽 夏季せん定
量cm cm cm cm2 kg/樹Y kg/10a 花芽率％ kg/10a

15Ｌ 370 261 266 45.7 48.4 5367 1.10 b 67.5 211 a 0

30Ｌ 404 269 273 51.8 51.7 5733 0.90 67.2 373 33

80Ｌ 416 292 265 55.2 46.4 5147 0.84 ab 61.7 463 ab 27

150Ｌ 427 305 270 62.3 50.5 5604 0.81 a 60.0 631 b 111

無ポット 439 292 264 71.4 48.6 5389 0.69 a 48.8 833 b 131

Ｆ検定 3.06
△

1.43 0.01 2.44 0.07 0.07 2.66
△

2.60
注１)30Ｌ区は紫紋羽病の発生により２樹となり反復数が確保できず、統計処理未実施。

注２)**は１％、△は10％水準で有意差あり。TUKEYの多重検定によりアルファベット異符号間で有意差あり。

注３）東西樹幅は列間方向、南北樹幅は樹間方向を示す。

注４）供試樹の樹齢は９年生。
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図３ ＪＭ７台「ふじ」のポット容量別作業時間（2008）

図１ ＪＭ７台「ふじ」のポット容量別の

樹高の推移

注）分散分析により**は１％、*は５％、
△
は 10 ％水準で有意差あり。

図２ ＪＭ７台「ふじ」のポット容量別の

南北樹幅（樹間方向）の推移

注）分散分析により**は１％水準で有意

差あり。
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